第６部会（文化スポーツ教育）第１８回部会概要

　日　時　平成２０年８月２８日（木）午後６時００分～午後８時００分

　場　所　第４会議室

　出席者　部 会 員：川島芳治　平田誠治　小林　寛　鈴木信義　前野利一　

　事 務 局：企画グループ総括主幹二階堂一男　企画調整主査立中善則

　部会の冒頭　川島部会長、８月２６日開催の第１７回運営委員会の報告を行った。

　（報告内容）

　　８月２６日（火）第１７回運営委員会が開催され、①第２部会からでていた「家
電等の不法投棄防止」について可決された。

　　②外部評価については、賛否両論があり基準を運営委員会で見直す。
　　運営委員会での意見として、外部評価とは何か。１回の説明を聞いただけでは、
理解ができない。外部評価をそれぞれの部会でやれないのであれば、自治推進委員
会の委員でプロジェクト・チームをつくり行ってはどうか。

外部評価の勉強会実施の有無について、皆さんより意見を聞きたい。
　
　【部会員からの意見等について】
　◎勉強会をやってもよいが、外部評価は説明を聞いても理解できないし、何も分か

らないので評価できない。意味がないように思う。　
　◎監査、内部評価を実施しており、私たちがどう評価するのか。
　◎問題・疑問をもち市の対応について、疑問を質すためのものと思う。本当に必要
　　かどうかをチェックし、問題・疑問のある事業についてのみ評価すべきと思う。

　◎学校教育については、疑問があっても評価できない。

　◎外部評価には時間がかかるので、年に１～２本しかできない。

　◎疑問に思うものを掘り下げていくべきでないか。また、長期的な事業の見直しの

必要もあると思う。
　◎勉強会を実施することでよい。また、プロジェクト・チームをつくりやることでもよい。
　【まとめ】

　　勉強会を実施することには、賛成する。
　議　題　１　青少年健全育成について

　（川島部会長）

　　本日も前回に引き続き「青少年健全育成について」を議題とし、フリー・トーキングで意見交換を行います。

【部会員からの意見等について】

　
　◎最近　市内で注目されているのは、精神障がい者（自閉症・発達障がい等）で市
　　内小中学校全体で相当数いると推定される。
　◎障がい者に対応できる専門家が少ない。　
　◎特殊学級では、身体的な障がいには対応できるが、精神障がい者に対応する専
門家がいない。
市内の現状としては、「携帯電話依存症（有害サイト）」と「精神障がい者」によ
る、非行が多く犯罪に結びつきやすい。

　◎自分たちの時代は、１クラス６０名位おりその中に不登校者はいたが、他人に迷
　　惑をかけるものはいなかった。

　◎生活様式の変化が大きく影響していると思う。特に現在は、お金があれば何でも
解決できるという風潮がみられる。
　◎現状は、児童生徒を含めまちの中で生活がしづらいという認識が必要ではないか。
また、テレビ・ラジオ等の情報が多くその情報の中でも、自分に都合のよいものしか、見ない・聞かないという世相があると思う。
　◎第３部会との連携、特に、地域社会との協力が必要と思う。
　◎地域全体　特に隣近所の目配りが必要であるが、それができなくなってきている。

身近な例として、町内会で花壇を作り花いっぱい運動を行っている。子どもがそ

の花壇の花つぼみを摘まんで取ったため、見ていた人が注意をしたところ、トラ

ブルになったということがあった。
　◎近所付き合いの認識の度合いが問題ではないか。
　◎地域見守り隊による活動が登下校時の不審者減少に効果がある。

　◎地域コミュニティーのあり方をどのようにしていくかが、今後の課題である。

　◎地域の民生・児童委員の役割と活動の中で、子どもに目が向いていなかったよう

　　に思う。地域の民生・児童委員が誰なのかの周知が不足している。
　◎青少年健全育成は、今まではスポーツの世界に委ねられていたが、これからは地

　　域活動として日常生活の中で行う必要がある。
　◎民生・児童委員は、生活保護世帯、老人世帯が活動の中心であったが、これから

　　は子どもに対することや町内会との関わりが必要となる。
　◎子ども会活動が停滞している現状にある。
　◎子ども会活動を見ると、昔は町内会活動の中でボランティア活動として行われて
　　いたが、現状は、事故等の責任問題が関わり、放課後児童クラブのような施設を
　　活用した活動に変わってきている。

　◎いま、中学生が注目されている。そのためには、小学生のときからいろいろな体

験をすることが必要である。

　◎いまの若者は、誰かが何かをやってくれるという人が多く、また、子どもへの地

域の関わり方も町内会でやってくれるだろうと思っている。

　　町内会活動としてどう関るべきかという議論が必要である。

　◎社会・経済状況は、裕福になってきているが、子どもの精神障がいが増えている
ことが問題である。
　　医師が診断しても親が認めないことが問題である。
　

　【まとめ】

　　２回意見交換をしたことを踏まえ次回は、特別支援教育法の概要説明について及

び登別市の青少年健全育成についての教育委員会の考え方と対応について、担当グ

ループ職員の出席をお願いし、概要説明と意見交換を行う。
　●次回テーマは、①特別支援教育法の概要説明について
　　　　　　　　　②登別市の青少年健全育成について
　●次回部会開催日について
　　平成２０年９月２５日（木）　午後６時～　第３会議室
